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 Effect of footprint preparation on tendon-to-bone healing: a histologic and biomechanical study in a 





































 骨穿孔群と海綿骨化群では，対照群と比較して多数の GFP 陽性細胞を腱骨接合部に認めて
おり，母床の骨穿孔と海綿骨化はともに骨髄由来細胞を腱骨接合部に誘導する効果があった．
骨穿孔群では safranin O染色で強い染色性を示した線維軟骨層に一致してGFP陽性細胞を認め
ており，骨髄由来細胞が軟骨産生細胞に分化した可能性がある．一方，海綿骨化群では線維軟
骨層の再形成は見られず，骨髄由来細胞は軟骨産生細胞に分化しなかった．in vitroで間葉系細
胞は軟骨組織が存在する微小環境下では軟骨細胞に分化することが報告されており，骨穿孔群
では残存した線維軟骨層の軟骨組織の影響により骨髄由来間葉系細胞が軟骨細胞に分化した
可能性がある．しかし海綿骨化群では，軟骨組織が存在しなかったために骨髄由来間葉系細胞
が軟骨細胞に分化しなかったと考えた．線維軟骨層には，運動にともない腱骨接合部に発生す
る力学的ストレスを緩衝する作用があるため，生体力学的にも腱板修復術後の腱骨接合部に線
維軟骨層が再構築されることが重要である．本研究においても，修復腱板の最大破断強度は腱
骨接合部に線維軟骨層を含む 4層構造の再構築を認めた骨穿孔群が，4層構造が見られなかっ
た海綿骨化群と比較して有意に高値であった． 
本研究により，線維軟骨層を温存した母床の骨穿孔が，腱骨接合部の組織修復と力学的強度
を改善させることが明らかになった．線維軟骨層を温存した母床の骨穿孔は，腱板修復術にお
いて有用な治療法となる可能性がある． 
